
平
成
23

年
も

早
い
も
の
で
既
に

一
ヶ
月
を
過
ぎ
、

最
も
寒
い
と
い
わ

れ
て
い
る
二
月
に

入
り
ま
し
た
。
一 

月
中
旬
に
は
異
常
寒
波
が

日
本
列
島
を
覆
い
、
四
国
の

女
性
が
「
70
年
以
上
生
活
し

て
来
た
が
こ
ん
な
積
雪（
３０

㎝
）
は
初
め
て
だ
」
と
云
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
気
象
状

況
は
今
後
の
日
本
の
何
か
を

示
唆
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？
少
々
心
配
で
す
。 

女
の
尻
を
追
い
掛
け
回

す
男
を
「
頑
張
れ
、
頑
張
れ
」

と
仲
間
が
囃
す
落
語
の
「
三 

軒
長
屋
」
が
あ
る
。
そ
の
描 

             

写
に
「
鈴
ヶ
森
の
よ
う
な
騒

ぎ
…
」
と
あ
る
鈴
ヶ
森
は
江

戸
時
代
に
は
刑
場
が
あ
っ
た

事
で
知
ら
れ
、
古
典
落
語

「
小
さ
ん
集
」
の
解
説
に
よ

れ
ば
「
鈴
ヶ
森
の
よ
う
」
と

は
大
声
で
声
援
す
る
こ
と
の

形
容
と
い
う
。
罪
人
が
槍
で

突
か
れ
る
と
き
街
道
を
通
る

連
中
が
「
頑
張
れ
」
と
声
を

掛
け
た
こ
と
に
由
来
す
る
の

だ
と
か
。 

門
前
の
野
党
の
み
な
ら

ず
、
後
門
の
党
内
不
満
組
か

ら
槍
で
突
か
れ
そ
う
な
不
安

を
抱
え
て
菅
再
改
造
内
閣

が
発
足
し
た
が
、「
消
費
税
」

な
ど
政
権
の
最
重
要
課
題

を
明
確
に
し
た
の
は
い
い
と 

し
て
も
、
如
何
せ
ん
、
人
材

払
底
の
感
は
否
め
な
い
。
野

党
か
ら
の
目
玉
閣
僚
の
一
本

釣
り
、
先
の
参
院
選
大
敗
で

責
め
を
負
っ
た
人
の
官
房
長

官
起
用
、
参
院
議
長
経
験
者

の
78
歳
と
い
う
高
齢
の
官

房
副
長
官
…
と
い
う
異
例

ず
く
め
の
布
陣
は
窮
余
の
一

策
な
ら
ぬ
、
四
策
、
五
策
と

映
る
。
と
は
申
せ
外
交
・
安

全
保
障
と
い
い
、
財
政
再
建

と
い
い
、
一
国
の
浮
沈
を
分

け
る
内
閣
に
は
違
い
な
い
。

槍
ぶ
す
ま
の
待
つ「
鈴
ヶ
森
」

国
会
が
開
か
れ
る
が
、
兎
に

角
こ
こ
は
「
頑
張
れ
」
と
声

を
掛
け
て
お
く
。 

（
ヨ
ッ
チ
ャ
ン
） 

                    

千
葉
や
江
東
方
面
か
ら

の
荷
は
鎌
倉
河
岸
、
隅
田
川

上
流
部
か
ら
の
荷
は
昌
平
河

岸
と
い
う
ふ
う
に
、
そ
れ
ぞ

れ
搬
入
ル
ー
ト
が
認
め
ら
れ

て
い
た
。
内
陸
部
か
ら
は
牛

車
や
大
八
車
で
荷
が
運
び
込

ま
れ
、
市
場
周
辺
は
常
に
ゴ

ッ
タ
が
え
し
た
。
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）
、
多
町
青
果

市
場
は
廃
止
さ
れ
、
新
た
に

秋
葉
原
北
側
に
東
京
都
中

央
卸
売
市
場
と
し
て
神
田

青
果
市
場
が
設
置
さ
れ
た
。

こ
の
わ
が
国
最
大
の
青
果
市

は
、
近
隣
の
人
か
ら｢

ヤ
ッ

チ
ャ
バ
」
と
い
わ
れ
、
一
日

に
出
入
り
す
る
買
出
し
人
は

六
千
人
を
数
え
、
特
に
高
級 

               
         

な
品
物
の
果
物
を
扱
う
の
で

有
名
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は

大
田
区
に
移
転
し
て
い
る
。 

須
田
町
は
江
戸
時
代
に
は

八
つ
小
路
と
呼
ば
れ
る
交
通

の
要
衝
で
、
明
治
の
中
ご
ろ

か
ら
関
東
大
震
災
ま
で
は
東

京
一
の
繁
栄
を
誇
っ
て
い

た
。
又
こ
の
当
た
り
一
帯
は
、

戦
災
を
免
れ
た
昔
の
老
舗
や

家
屋
が
残
っ
て
い
て
、
靖
国

通
り
と
外
堀
通
り
に
挟
ま
れ

る
須
田
町
一
丁
目
の
「
食
味

新
道
」
界
隈
に
は
、
多
く
の

老
舗
が
立
ち
並
ん
で
い
る
。 

明
治
十
七
年
（
一
八
八

四
）
創
業
で
初
め
て
ジ
ャ
ム

パ
ン
を
売
り
出
し
た
「
近
江

屋
洋
菓
子
店
」
、
夏
目
漱
石

が
か
き
揚
げ
を
食
べ
た
「
新

栄
亭
（
明
治
四
十
年
＝
一
九

〇
七
）
」
、
明
治
十
三
年
（
一

八
八
〇
）
に
開
業
し
た
「
か

ん
だ
や
ぶ
そ
ば
」
、
天
保
元

年
（
一
八
三
〇
）
創
業
の
あ

ん
こ
う
料
理
専
門
の
「
い
せ

源
」
、
明
治
三
十
年
（
一
八

九
七
）
創
業
の
鳥
鍋
で
有
名

な
「
ぼ
た
ん
」
、
明
治
初
期

に
創
業
の
「
神
田
ま
つ
や
」
、 

明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）

創
業
の
「
神
田
志
乃
だ
寿

司
」
、
昭
和
初
期
よ
り
変
わ

ら
ぬ
雰
囲
気
の
あ
る
「
シ
ョ

パ
ン
」
、
昭
和
五
年
（
一
九

二
九
）
創
業
で
本
格
的
な
汁

粉
屋
と
し
て
開
業
し
た
「
竹

村
」
は
、
春
か
ら
夏
は
あ
ん

み
つ
、
秋
か
ら
冬
は
揚
げ
ま

ん
じ
ゅ
う
・
栗
ぜ
ん
ざ
い
が 

                    

◆
編
集
委
員
会
よ
り 

お
願
い
で
す 

「
あ
お
い
通
信
」
は
、
皆
様

か
ら
の
原
稿
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
担
当
飯
島
迄
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。 

て
い
る
。
江
戸
時
代
、
神
田

錦
町
一
帯
に
広
が
る
護
持
院

ヶ
原
の
中
の
三
番
火
除
地
は
、

明
治
に
な
っ
て
文
部
省
用
地

と
な
り
、
そ
こ
に
官
立
の
大

学
南
校
（
後
の
東
京
大
学
）
、

外
国
語
学
校
（
東
京
外
国
語

学
校
）
、
東
京
商
業
学
校
（
一

橋
大
学
）
な
ど
が
出
来
た
。

一
橋
大
学
は
昭
和
の
始
め
に

国
立
市
に
移
転
し
た
が
、
一

橋
講
堂
と
同
窓
会
の
如
水
会

館
は
残
っ
て
い
る
。
更
に
、

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
以

降
、
こ
の
地
域
に
は
私
学
の

法
律
学
校
が
沢
山
出
来
た
。 

（
続
く
） 

                          
 
 
 

 
 

 
 

（
続
く
） 

 

好
評
等
々
、
枚
挙
の
遑(

い
と

ま)

が
な
い
。 

         

須
田
町
の
交
差
点
か
ら
西

南
に
位
置
す
る
多
町
に
は
、
あ

か
が
ね
の
樋
や
一
枚
板
の
は

り
が
見
事
な
出
桁
造
り
の
家

屋
が
今
も
残
る
。
銅
葺
屋
根
の

「
ミ
ル
ク
ホ
ー
ル
」
な
ど
、
昔

懐
か
し
い
店
が
往
時
の
面
影

を
し
の
ば
せ
る
。
現
在
は
、
須

田
町
に
は
洋
服
と
生
地
・
裏

地
・
ボ
タ
ン
な
ど
洋
服
小
物
や

繊
維
関
連
の
問
屋
が
数
多
く

並
ん
で
い
る
。 

神
田
、
お
茶
の
水
は
昔
か

ら
「
学
生
街
」
と
し
て
知
ら
れ 

                       

 

↓
神
田
と
言
え
ば
「
や
ぶ
そ
ば
」
。 

 
 
 

↓
汁
粉
は
「
竹
村
」
。 
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箒
目
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砂
壇
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き
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落
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銀
閣
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西
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み
ね
子 

 

冬
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世
界
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誇
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ス
カ
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ー 

大
根
祭
お
神
酒
五
臓
に
染
み
に
け
り 

（
待
乳
山
聖
天
） 

       

 

アンコウ鍋…   ↑ 
寒い時期には格別です
ね「いせ源」。 



年
を
閉
め
る
。
猛
暑
も
感
じ

る
こ
と
も
な
く
、
林
を
抜
け

て
吹
く
風
は
爽
や
か
だ
っ
た
。 

こ
の
逃
病
生
活
を
世
間
様
は

「
優
雅
で
贅
沢
」と
見
て
い
る
。

最
も
と
想
う
が
、
当
人
は
、

後
遺
症
も
出
て
、
足
腰
の
痛

み
は
半
端
で
は
な
か
っ
た
。

高
邁
な
医
者
の
名
前
や
、
全

頁
通
し
の
誇
大
広
告
が
願
望

を
く
す
ぐ
る
。
贅
沢
と
裏
腹

に
神
仏
に
縋
り
た
い
気
持
は

隠
せ
な
か
っ
た
。 

担
当
医
の
「
痛
い
の
、
歩

け
な
い
の
と
言
う
が
、
平
均

寿
命
を
超
え
た
。
こ
れ
以
上 

    

葵
に
朝
着
い
て
、
う
が
い

と
手
洗
い
を
し
た
後
、
血
圧

と
体
温
測
定
が
あ
る
。
温
度

と
我
々
の
生
活
は
密
接
な
関

係
が
あ
る
。 

昔
、
飲
酒
を
し
て
い
た
時
、

雪
冷
え
（
五
℃
）
す
る
今
頃

は
燗
酒
が
美
味
か
っ
た
。
吟

醸
酒
な
ど
香
り
高
い
お
酒
は

ぬ
る
燗
に
す
る
の
も
良
い
が
、 

     十
～
十
六
℃
が
良
い
と
さ
れ

て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
人
肌

燗
と
ぬ
る
燗
は
ど
ち
ら
が
熱

い
か
。
人
肌
燗
が
三
十
五
℃

程
度
で
、
ぬ
る
燗
が
四
十
℃

程
度
で
あ
る
か
ら
ぬ
る
燗
が

熱
い
と
い
え
る
。 

銭
湯
は
、
バ
ブ
ル
期
に
地 

 

た
。
ま
っ
た
く
今
ま
で
と
は

異
質
な「
生
活
の
立
ち
位
置
」

は
変
え
ら
れ
る
か
、
悩
ん
だ

結
果
、
老
後
の
生
活
を
見
越

し
て
、
五
十
年
前
に
買
っ
て

置
い
た
山
荘
、
生
ま
れ
育
っ

た
「
信
州
諏
訪
」
に
一
時
居

を
移
す
と
決
め
た
。し
か
し
、

頸
椎
の
ス
ベ
リ
症
も
判
り
、

追
い
か
け
て
手
術
す
る
破
目

に
な
り
、
決
断
後
二
年
が
過

ぎ
た
。 

三
〇
〇
坪
程
の
畠
も
借

り
ら
れ
た
。
目
の
前
に
霊
峰

八
ヶ
岳
が
山
肌
を
曝
し
、
県

歌
「
信
濃
の
国
」
の
風
景
が

広
が
っ
て
い
る
。
敷
地
内
で

は
春
は
山
菜「
コ
シ
ア
ブ
ラ
」

が
採
れ
る
。
秋
は
茸
、
イ
グ

チ
、
地
元
で
言
う
「
ジ
コ
ボ 

    

       

と
き
著
し
た
健
康
論
で
あ
る)

迄
生
き
た
江
戸
期
の
養
生

家
。
人
生
五
十
年
時
代
の
世

に
、「
五
十
に
至
ら
ず
し
て
死

す
る
を
夭
と
い
う
是
亦
不
幸

短
命
と
言
う
べ
し
」「
人
の
命

は
我
に
あ
り
、
天
に
非
ず
と
」 

要
す
る
に
益
軒
の
説
く
健

康
法
の
秘
訣
は
「
万
の
悪
は

皆
慾
を
恣
に
す
る
よ
り
お
こ

る
」
と
万
事
ひ
か
え
め
に
生

き
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
？ 

同
時
に
、
益
軒
の
生
き
た
世

は
ど
ん
な
時
代
な
の
で
あ
っ

た
ろ
う
か
と
、
想
い
を
廻
ら

す
の
で
あ
る
。 

ウ
」
は
ナ
メ
コ
に
似
て
味
噌

汁
で
最
高
。
畠
は
ジ
ャ
ガ
イ

モ
、
大
根
、
店
頭
に
並
ぶ
野

菜
に
、
行
者
ニ
ン
ニ
ク
や
ら

ハ
ー
ブ
と
、
食
卓
は
、
新
鮮

で
栄
養
豊
富
な
野
菜
が
飾
る
。

冬
は
寒
い
。
八
ヶ
岳
の
頂
上

に
雪
が
見
え
る
十
月
、
長
芋

と
イ
ヤ
コ
ン
を
堀
っ
て
、
一 

    

仕
事
人
間
だ
っ
た
。
不
摂

生
も
あ
っ
て
、
六
十
歳
を
過

ぎ
て
、「
腰
に
重
石
を
ぶ
ら
下

げ
て
歩
く
鈍
痛
」
に
悩
む
。

整
形
医
は
「
脊
髄
狭
窄
症
」

と
診
断
、
手
術
を
勧
め
ら
れ

て
十
三
年
後
。
何
と
か
「
手

術
だ
け
」
は
避
け
た
い
と
、

名
医
の
噂
を
尋
ね
、
頑
固
に

痛
み
に
堪
え
て
い
た
。
が
、

一
九
九
一
年
当
初
か
ら
の
担

当
医
に
手
術
を
お
願
い
し

た
。
執
刀
後
、「
仕
事
か
ら
完

全
に
離
れ
る
こ
と
、
リ
ハ
ビ

リ
と
し
て
毎
日
三
千
ポ
歩

く
」
健
康
管
理
が
指
示
さ
れ 
   

１
月
度
行
事
の
結
果 

新
年
会 

十
五
日
（
土
）、
三
軒
茶
屋

ス
カ
イ
キ
ャ
ロ
ッ
ト
２
６

Ｆ
レ
ス
ト
ラ
ン
、
２
０
名

参
加
。
食
事
の
後
、
松
陰

神
社
へ
初
詣
し
、
更
に
、

「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」

へ
。
業
平
橋
袂
の
現
場
で

は
、
そ
の
大
き
さ
に
感
動

し
て
帰
り
ま
し
た
。 

        

カ
ラ
オ
ケ
会 

 

二
十
一
日
（
金
）、「
コ
サ

ー
ジ
ュ
」
１
０
名
参
加
。 

 

２
月
度
行
事
の
予
定 

麻
雀
大
会 

 

十
六
日
（
水
）、「
ベ
イ
ブ
」

に
て
開
催
し
ま
す
。
今
回

は
、
１
２
名
に
限
定
し
交

代
制
は
と
り
ま
せ
ん
の

で
、
申
込
は
お
早
め
に
。 

カ
ラ
オ
ケ
会 

 

十
八
日
（
金
）、「
コ
サ
ー

ジ
ュ
」
に
て
。 

 

３
月
度
行
事
の
予
定 

総
会 

 

十
八
日
（
金
）、
練
馬
勤
労

福
祉
会
館
１
Ｆ
。
総
会
の

後
、
松
花
堂
弁
当
に
よ
る

食
事
会
を
開
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
事
務
局
長
） 

         

上
げ
の
尖
兵
と
し
て
買
わ

れ
、
激
減
し
た
。
最
盛
期
の

三
分
の
一
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
よ
う
だ
。
銭
湯
の
お
湯
の

温
度
は
、
四
十
二
℃
以
上
に

保
た
れ
て
い
る
。
雑
菌
が
繁

殖
し
な
い
温
度
だ
か
ら
で
あ

る
。
温
泉
に
ゆ
っ
く
り
つ
か

る
た
め
に
は
、
四
十
℃
程
度

が
い
い
よ
う
に
思
う
。 

       

花
冷
え
（
十
～
十
六
℃
）

の
こ
ろ
深
々
と
冷
え
込
み
、

早
く
花
見
を
切
り
上
げ
居
酒

屋
に
飛
び
込
み
お
で
ん
が
食

べ
た
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
る

の
も
懐
か
し
い
思
い
出
だ
。 

そ
れ
に
し
て
も
昨
年
の
夏

の
暑
さ
に
は
参
り
ま
し
た
。

我
慢
を
超
え
た
暑
さ
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。 

そ
れ
に
対
し
今
年
の
寒
さ

も
ひ
ど
い
も
の
で
す
。
デ
ン

マ
ー
ク
な
ど
北
国
で
な
く
て

良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
老
人
は
温
度
調
節
の
機

能
が
少
し
落
ち
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
元
気
印
の
松

本
さ
ん
を
見
習
わ
ず
保
温
に

勤
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

一
ｍ
の
風
速
は
、
一
度
体

感
温
度
を
下
げ
る
と
も
、
ま

た
、
神
田
で
ビ
ル
工
事
を
し

て
い
た
人
は
三
ｍ
の
風
速
は

一
度
体
感
温
度
を
下
げ
る
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
風
が
吹
い
た

り
す
る
と
本
当
の
温
度
と
体

感
温
度
に
差
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
の
で
各
自
気
を

つ
け
て
下
さ
い
。
蛇
足
な
が

ら
、
人
間
の
体
温
が
四
十

二
℃
に
な
る
と
脳
細
胞
が
固

ま
っ
て
、
死
に
至
る
そ
う
だ

が
、
四
十
三
℃
の
お
風
呂
に

入
れ
る
の
は
何
故
か
？
体
感

温
度
と
体
温
と
は
違
う
か
ら

と
、
テ
レ
ビ
で
言
っ
て
い
た
。 

 

   
 

   

言
及
、「
晩
食
は
朝
食
よ
り
少

な
く
す
べ
し
」「
食
す
る
時
、

五
思
あ
り
。
一
に
此
食
の
出

来
る
所
を
思
い
や
る
べ
し
…
」

と
五
つ
の
臆
説
（
食
育
へ
の

提
言
）
に
も
ふ
れ
て
い
る
。

 

片
山
社
長
の
「
ミ
ニ
講
座
」

で
の
呼
吸
法
に
つ
い
て
も
、

｢
天
地
の
気
は
新
し
く
し
て

清
し
、
吸
入
れ
る
と
こ
ろ
の

気
腹
中
に
多
く
た
ま
り
た
る

と
き
、
口
中
よ
り
少
し
ず
つ

し
ず
か
に
吐
き
出
す
べ
し
…

胸
中
よ
り
微
気
を
し
ば
し
ば

口
に
吐
き
出
し
て
、
胸
中
に

気
を
あ
つ
め
ず
し
て
、
丹
田

に
胸
気
を
あ
つ
む
べ
し｣
と
、

調
息
法
を
述
べ
、
続
い
て
五

感
・
便
・
洗
浴
・
慎
病
・
択

医
・
用
薬
・
養
老
・
育
幼
・

鍼
灸
に
ま
で
及
ぶ
。 

著
者
貝
原
益
軒
は
八
五

才(

養
生
訓
は
八
十
四
才
の 

木
枯
ら
し
の
訪
れ
と
共

に
、
般
若
湯
の
恋
し
い
時
季

が
や
っ
て
来
た
。 

貝
原
益
軒
の｢

養
生
訓｣

に
は
、
愛
飲
家
に
と
っ
て
は

耳
の
痛
い
言
葉
が
並
ん
で
い

る
。「
酒
を
多
く
飲
ん
で
飯
を

少
く
食
う
人
は
命
短
し
」「
多

く
飲
め
ば
又
よ
く
人
を
害
す

る
事
、
酒
に
過
ぎ
た
る
物
な

し
」。
最
近
の
あ
る
事
件
に
思

い
当
た
る
で
あ
ろ
う
…
。 

勿
論
、
戒
め
ば
か
り
で
な

く
効
用
に
も
触
れ
て
、「
酒
は

天
の
美
禄
な
り
、
少
し
飲
め

ば
陽
気
を
助
け
、
血
気
を
や

わ
ら
げ
、
興
を
発
し
て
甚
だ

人
に
益
あ
り
」
と
食
事
に
も 

    

快
方
を
望
む
の
は
、
心
の
持

ち
よ
う
」
と
呪
文
に
も
似
た

診
察
所
見
に
「
後
、
何
日
」

と
言
わ
れ
な
か
っ
た
だ
け
に
、

是
認
す
る
。
こ
の
幸
福
な
時 

 
 

   

キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ッ
フ 

渡
辺 

宏
美 

      

  

 
葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 

 

昨
年(

平
成
二
十
一
年)

十
二
月
の
誕
生
日
に
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
葵
で
バ
ー
ス

デ
イ
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
さ
や
え
ん
ど
う
の
種
と

小
鉢
を
頂
き
ま
し
た
。 

丁
度
、
寒
い
時
期
で
し

た
の
で
、
今
年
二
月
の
末

頃
に
種
を
二
日
間
水
に
漬

け
て
か
ら
、
鉢
に
埋
め
ま

し
た
。
数
日
後
芽
が
出
た

か
な
と
覗
い
て
み
た
ら
、 

葵
友
の
会 

 
   

広
報
コ
ー
ナ
ー 

 

江
戸
時
代
の
健
康
法 

 

『養
生
訓
』な
な
め
読
み 

 
 
 
 
 

入
江 

昭
三 

や
ま
に
逃
れ
る 

 
 
 
 

平
林 

源
造 

温
度
と
体
感
温
度 

 
 
 
 
 

加
藤 

勇 

間
を
支
え
て
く
れ
た
多
く
の

人
々
、
勿
論
在
京
中
、
心
身

共
に
温
か
く
受
け
容
れ
て
く

れ
る
「
葵
」
の
皆
さ
ん
に
感

謝
し
ま
す
。 

 昨
年
の
十
二
月
以
来
、
葵 

に
勤
め
さ
せ
て
頂
く
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
二
ヶ
月
が
経
ち

ま
し
た
。 

ま
だ
ま
だ
未
熟
の
私
で
す

が
、
葵
の
皆
様
に
美
味
し
い

お
食
事
を
食
べ
て
頂
け
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

自
画
像 
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